
重点的な取組 こども・若者の社会参画・意見表明
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（1）施策の目的
こども・若者に影響を与える施策について、こども・若者自身の意見が聴かれ、反映されることで、こどもや若者の状況やニーズ
をより的確に踏まえた上で、施策がより実効性のあるものになることや、こども・若者の地域社会への愛着を育むことが期待され
ます。
また、こどもや若者にとって、自らの意見が十分に聴かれ、自らによって社会に何らかの影響を与える、変化をもたらす経験は、
自己肯定感や自己有用感、社会の一員としての主体性を高めることにつながり、ひいては、民主主義の担い手の育成に資する
という意義があります。
こうしたことを踏まえながら、幅広い年代のこども・若者が安心して意見を言えることができる場や機会を設けたり、その結果を
フィードバックすることで、より良い施策の実現と、こども・若者をまんなかに据えた、こどもまんなか社会の実現を目指します。

取組内容（計画１７６ｐ～１７８ｐ）
① 審議会等へのこども・若者の参画
② 市ホームページやＳＮＳ等を活用した情報発信、意見聴取
③ 対面形式の意見交換
④ こども・若者の居場所や活動等の場における意見聴取と反映
⑤ 国や県などのこども・若者の意見聴取結果等の情報の展開

資料５



昨年度の取組 市長と大学生の直接対話とアイデアの実現
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立命大での授業では、こども・若者の意見を聴
くための手法や工夫について、意見交換。

「まちのジブンゴトfeel→do!」では、
市長がＶチューバーなんていうア
イデアが飛び出しました。

１２月２日、はしかわ市長の「くさつ
ここがイチ推し」～はしかわ市長のア
バターが広報くさつの内容をお伝え
します～がリリースされました！



昨年度の取組 市長と中学生との直接対話とアイデアの実現
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中学生代表の皆さんと橋川市長の「わたし
たちの居場所トーク」
中学生からは、小学生の外遊びが不足し
ている、忙しい中学生になる前に思い切り
遊んでほしいと、中学生と小学生が一緒に
遊ぶ機会を設ける提案も。

草津中生徒６人とHOPEのこどもたち１０人程で、
フルーツバスケットや新聞紙を使った秘密基地づ
くり、宝探しゲームを楽しみました。

老上中生徒会と児童育成クラブであわせて約９０
人以上。逃走中（鬼ごっこ）や創作ダンスを楽しみ
ました。

参加した中学生からは、「楽しんでく
れて嬉しい。後輩にも引き継ぎたい。
ボランティアでも来たい」などの声も。



昨年度の取組 滋賀県こどなBASEとの連携
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◆１２月２５日（水） しがのおしごとずかん ＠キラリエ草津 商工会議所多目的室 市内企業１０社、児童育成クラブの児童５９人が参加し
て、おしごとたんけんイベントを開催 （主催 滋賀県、こどなBASE、キラリエ草津指定管理者 後援 草津市）
この企画では、キラリエ草津指定管理者の代表企業である、草津商工会議所が中心となって、市内事業所へ参加を呼びかけられました。
今年度も、参加企業５社、７月３１日（木）に、同様の形態で実施されています。この取組は参加事業所が、こども向け講座をどのようにつく
るかということにも役立てられています。

滋賀県では、企業の社会貢献活動として行う小学生向け出前講座と、放課
後児童育成クラブを結ぶプラットホーム「こどなBASE」を創設



今年度の取組 SHIGAユースミートアップとの連携
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◆６月２４日（火） SHIGAユースミートアップ ＠キラリエ草津
県内から、若者支援に関わる、ユースワーカー、コミュニティワーカー、ソーシャルワーカーなどのコーディネーター、関係機関、学生、行政職
員、議員などが９６人が参加 滋賀県域で広がる若者のサポートやエンパワーメントに取り組む関係者が集い、意見交換が行われました。
草津市こども・若者計画での取組やアーバンデザインセンターびわこくさつ（UDCBK）の学生ボランティアの取組なども発表しました。

こどなBASEと同様、滋賀県域で行われる活動を草津市に誘致し、連携しながら、こども・若者の社会参画・意見表明の取組を進めています。

■イベント趣旨
滋賀県内で若者支援に関わる実践者や行政職員が
集まり、現場のリアルや悩み、希望を共有しながら、支
援のこれからを共に考える交流・対話の場です。分野
や立場を越えてつながることで、持続的なネットワーク
やユースセンター構想の基盤を築くきっかけになる機
会にと考えています。
・滋賀県内の若者支援に関わる多様な実践者が出会
い、つながる機会をつくる
・実践と制度（行政）との対話を通じて、相互理解と協
働の可能性を探る
・将来的なユースセンター構想や、継続的なネットワー
クの土台とする



今年度の取組 児童育成クラブ、feel→do!との連携
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◆５月１９日（月） のびっ子常盤
日本絨氈さんからのフロアカーペット寄附をきっかけに、児童育成クラブで、こどもとの対話の機会をつくりたい。
こどもたちのやりたいことのアイデアブレストをまちのジブンゴトfeel→do！のメンバーが応援しました。
児童育成クラブの支援員研修では、こどもたちとの対話や体験活動の増加をテーマに取り入れたり、こどなBASEの出前講座を紹介した
りするなど、各クラブでの実践を奨励しています。



今年度の取組 草津市「こども・若者の声を形に」プロジェクト
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こども・若者の声を形に」プロジェクト 予算８０万円
こども・若者との対話の機会や、こども・若者や市
民活動団体等との協働で、出された提案をともに実
現する機会を設けていきます。
７月２日（水） 立命館大学「地域参加学習入門」

こども若者部長等がゲスト登壇
８月５日（火） まちのジブンゴトfeel→do!

こども・若者まんなかバージョン
８月20日（水） こどもサミット市長と中学生の対話

「わたしたちの得意を地域に生かす」
９月６日（土） ２０代～３０代の対話・交流機会

ワカモンラウンドinくさつ
１０月～ これらの対話、交流機会で提案さ

れたアイデアを、協働の力で実現。

チャレンジ協働事業 予算２０万円
昨年度に引き続き、チャレンジ協働事業を、認定
NPO法人くさつ未来プロジェクトと実施します。
今年度は、市内の中学生にボランティア参加を呼
びかけ、企画、実施、振り返りと、中学生が自ら企画
し、小中学生が遊びを通して交流する事業を行いま
す。 9/20、10/11、11/8（各土曜日）

まちのジブンゴトfeel→do！ 中学生ボランティアによる
こどもの居場所づくり支援事業
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今年度の取組 滋賀県のこども・若者の意見聴取・反映
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滋賀県においても、小学生から大学生年代に向けた一斉アンケート「滋賀の子どもの声調査」や、若者のアイデアを、県庁職員と一緒に実現する「しが若
者アイデアソン！」、矢橋帰帆島公園「子どもの広場」のリニューアルに向けたアイデアワークショップなどが開催されています。
引き続き、県、市が連携しながら、こども・若者の社会参加・意見表明の取組を進めます。


